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今年度の春期､個人的に面白い体験を幾つかした｡

その 1つ｡ある学会の全国大会を湘南ひらつかキャンパスで実施した｡とい

うのは簡単である｡実は､正式会員がごく少数であるため､準備段階で相当の

悩ましいできごとがあった｡東日本大震災が影響し､集客に困難が伴うことが

予想された｡また統一論題にふさわしい特別講演や基調講演者の依頼にも苦労

した｡さらに "口や舌の肥えた"会員対策で懇親会メニューをどうするかにつ

いて関係者間で何度か話し合い､無理なお願いを聞いていただいた｡

100名の参加者を確保できるかどうかがボーダーラインであった｡そのため

研究所がらみで､いつもお世話になっている会議所や企業人の方々にも声かけ

をした｡特別料金を設定した上で､半ば強制的に参加していただいた｡土曜日

は学生にも聴講の機会を作った｡延べ人数で150を超える方々に参加していた

だくことができた｡

進行の遅れがめだちはじめた頃､学会本部の担当責任者にも多大なるご迷惑

をおかけした｡それにもかかわらず遅れの原因を按分していただいた｡

これらを総合すると､何かイベントを実行するときには､貿衆あるいは集合

智にふさわしい同僚がどれだけ周囲にいるか､に尽きるのではないかを実感さ

せられた｡はや り言葉で言い換えると､"コラボ''力の大きさが成否の分かれ

目になるような気がした｡

もう1つ｡わが大学に固有ということではなく全国的な現象の 1つとして､

長期休学や中途退学者の数が多 くなりつつある｡その対策の 1つとして､学生

にとって講義内容の評判の高い教員の授業体験を共有しようという動きが､こ

れもまた全国の大学で始まっている｡遅ればせながら､わがキャンパスでも幾



つかの試みが始まっている｡その 1つを紹介しよう｡ 優れた共同レポートを書

いたグループにお願いし､パワーポイントを使って報告してもらい､フロアー

にいる学生から質問を受け､感想を聞くという方法である｡また授業終了時に

は､印象をメモにして提出してもらうことにした｡教室はSHCで一番大きな

階段教室である｡

2クラス合計11チームがプレゼンを行った｡珍しくおとなしく聞く学生たち､

プレゼンのうまさに唖然とする学生たち､テーマの斬新性､講義との連動性､

説得性のある論理展開､配付資料とスクリーンとの相違性､などさまざまな工

夫がこらされていた｡私自身も数多 くのことを学んだ｡

テーマ分布は､クラウド･コンピューティング関係 1,システム障害関係 1,

最先端の管理可視化関連 1､食中毒関連 1,土地投資関連 1,個人情報漏洩関

連2,震災時の危機管理2,大学の社会的責任 1,インドの最安車 ｢ナノ｣関

連 1である｡テーマの豊富さ以外に､卑近な話題から入り､関連文献検索をと

おして内容の共有化を図り､本質追究を探る､という一連のながれを､一部4

年次生や3年次生が混じってはいたけれども､専門課程に入る前の2年次生が

スマートにやってのけたというのは､かなりの衝撃であった｡フロアーにいた

学生のコメントシートからもその "おどろき"が十分に伝わってきた｡

教育の現場でこの新鮮な喜びや経験を共有し､一過性に終わらせずにさらな

る持続可能な発展性に結びつける試みも､もしかしたら教育者であり研究者で

ある人達の使命の 1つになるかもしれない｡そして研究所にとって､その支援

を視野に入れておくことが必要となる時代になってきているようにも思える｡

本号全体は､特集の ｢企業経営の協働のあり方-震災後の日本企業復興に向

けて｣ 関連が現地報告も含め4本､論文2本､研究ノート2本､共同研究プロ

ジェクト報告3本､合計11本構成である｡ いずれも話題性があり熟読に値する

内容の原稿である｡多謝｡
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